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l. はじめに






と 3D 造形に関する基礎知識力の向上を図り、 社会ニーズに対応し
た教育力向上を目的としている。



















































実施に際して事前調査として、 1）最新の 3D 造形テクノロジー
の調企、 2）企業及び、工学系大学での先進導入調査を行った。
2.1 最新の 30 造形テクノロジーの調査
①平成 20 年～ 23 年第 10 ～ 13 回設計・製造ソリューション展 （東
京ビ、ツクサイト － 東京都江東区）














平成 23 年 3 月 9 日本社 （愛知県みよし市三好町中島 24）訪問者
代表取締役原因久光社長 http://www加d.co.jp/ind巴x.html
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その後、様々な 3D 造形システムが誕生し、現在では（図 2）の
ように 5 つの方法がある。
④大阪工業大学工学部空間デザイン学科
平成 24 年 12 月 19 日大宮キャンパス（大阪市旭区大宮 5丁目







加工よ付加加工（図 ！）の 3 種類がある。単品毎の加工方法のため、
制作時聞がかかり、制作途中での造形変更や期間短縮に対応す



































3DCAD データ （以後、 3DCAD データ）によって生成された薄
い層状物（プラスティック、石膏、紙なりを積み重ね接合して立体
創成するものである。この方法の基本的な造形方法は、まず設計

































































































平成 19 年度までの授業の中では、 3DCAD から立体のモデル
にするために CAD のデータを NC 工作機に使える G コードに変
換した上で、エンドミル等の刃物による切削工具を使いモデルを制
































最近、 「WIRED」 元編集長（3D ロボティックス CEO）のクリス ・
アンダ：ーソン氏が出版した「メイカ一刻にて、小型 3D プリンタなど
のデジタルツールを活用した 21 世紀型の新しいモノづくりの考え方




①平成 20 年度デザイン学会第 3 支部研究発表（ポスター発表），
平成 21 年 3 月 21 日 ，名古屋市立大学学術工学部
②平成 21 年度 OPU フォーラム 2009 （ポスター発表），
平成 21 年 5 月 29 日 ，岡山県立大学体育館
①平成 21 年度岡山県立大学オープンキャンパス（ポスター発表），
平成 21 年 8 月 l ～ 2 日，デザイン学部棟lF
④平成 21 年度岡山県立大学・大学祭（ポスター発表），
平成 21 年 11 月 7 ～ 8 日，デザイン学部棟lF
⑤第2 回日本感性工学会関西支部大会（口頭発表），
平成 24 年 5 月 20 日，和歌山大学システム工学部
⑤第 59 回日本デ苧イン学会春季研究発表大会（口頭発表），
平成 24 年 6月 23 日，札幌市立大学デザイン学部
⑦平成 24 年度紀要集 （研究報告），
平成 25 年 2 月， 岡山県立大学デザマン学部
8. 使用機器
①入力ソフト（、ノ＇｝＇；； ド型）・：FreeFrom Modeling With Omini 
②入力ソフト （サーフェース型）:RHINOCEROS4.0 (AppliCraft 社）
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③データ変換 ： STLデータ修正ソフト （Materia lise 社）
¢接触型 3D スキャナ： MODELA (Roland 社）
⑤出力機： 3D 造形機 ZPrinter450 System (ZCorp 社製）
9. 参考文献
( Roland Knauer,Transforamtion :Basic Principles ar山田thodlogyof 




④中島淳雄 －女井誠司 ・ 斉藤兼彦「Rhinoceros オフィシャルラーニ
ンクゅフ守ツク（プロタヲトデザイナー・設計者のための 3D デジタルモ
デリング）」， ワークスコーポレーション， 2007
⑤是枝靖久「即1i日oceros 入門株式会社ラトルズJ , 2007 
⑥御沓佳美 －垣内幸夫 「最強のものづくりJ ，日本経営合理化協
会出版局， 2001


















年藤川裕子、指導教員 ： 森下教授）、研究目的 ： 本研究は CAD
や 3D プリンタなどのデジタルデザインツールを使い、新たなアイデ
アや造形を発想するメソッドを探るものである。
②平成 20 年度デザイン工学科プロダクトデザイン実習N （プロダク
トデザインコース 3 年田中研一、指導教員：三原助教）
クリーナーを感じさせな いクリ ナー
~工i り抗日）じ ＇） →一
• 
学生は、モーター等電子部品を組み込んだ、モデルが要求され
るため、一部の希望者を選抜し、具体的に Rhinoceros 4.0 での









2 回エコ・デザインプロダクツ 2008J 入賞 （田中研一）
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チ 50 点以上の中からI点を選び℃AD で 3D データを制作し、そ
のデータを直ぐに 3D-print巴r により加工を行なった。さらに、その
3D データ画像を CG ソフト及びDTP ソフトを使い A4 サイズ用紙
に意図説明文（画像 1-2）を作り、 3D-printer で加工されたマク介、ッ
トピンでデザイン学部棟の各階段に張り付け展示を行なった。




実施時間：平成 24 年 8 月 1 日
実施対象：プロダヲトデザインコース 3 年生、セラミックデザイン学
専攻 l 年生、院生 20人
ングに挑戦した。モデルとフォントの一体化など新しい試みが実施 集計結果目
された。 1. 課題製作をした時にどんな 3D ソフトを使用しましたか？（複数可）
④平成 20 年度 CG·CAD 演習H 「課題テーマ： CAD から 3D プ
リンタ·J （デザイン学部 2年生 50 名、指導教員－金丸教授）





使用したソフトは Photoshop、 Illustrator.、 InDesign、 Form-Z である。
ｷ Rhinoceros のみ 17人 （85 %) （理由 ．授業で使い方を知ってい
るのがこれだけなので／プロダクト製品のモデリングに良し、ソフト
のため／学校のパ、ノコンに入っているので）
ｷ Rhinoc巴ros& Flammingo 2 人（10%)
ｷ Rhinoceros & Flammingo & Hayabusa l 人 （5%) （理由：手で
造形が難しいため）
2. 図面通りに 3D ソフトに入力することができましたか？
はい 15 人 （75%)










ｷ 3D データにより直接に造形できる 17 人（85%)
－使用材料は石膏粉末である 15人 （ち%）
－ 最大出力サイズは 203 × 203 × 245mm で、ある 6 人（30%)
． 最大精度 0.2mm で、ある 4 人（20%)




・ いいえ 5 人（25%) （理由・： 3D のミス／やり直しをした／一度出
力した物の厚みが薄くて割れた）
6. 実際にできたモデルは自分の図面と一致しましたかっ
・はい 15 人 （75%)
・ いいえ 5人 （25%) （理由 ： 自分の能力足らずです／ロフトで再
現しにくかった／使いこなせなかった）
7. 三次元造形システムを利用し℃モデルの完成度に満足しますか？
・ はい 20 人（ 100%)
・いいえ 0人（0%)
8. 次回も三次元造形システムを利用したいと思いますか？














実施時間：平成 24 年 JO 月 4 日
実施対象：プロダヲトデザインコース 4 年生 15人
集計結果 ：
1. 課題製作をした時にどんな 3D ソフトを使用しましたか？（複数可）
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2. 図面通りに 3D ソフトに入力することができましたか？
・はい 13 人（87%)
・いいえ 2人 （ 13%) （理由 ：自由曲線の入力がわからなかった）
3. 3D データの制作は困難なく進めることができたと思いますか？





ｷ 3D データにより直接に造形できる 11 人 （73%)
－使用材料は石膏粉末である 10 人（67%)





・はい 12 人 （80%)
・いいえ 3 人（20%) （理由：作品の角が鋭利すぎるため／大きさ
がイメージと違った／角がかけていたため）
6. 実際にできたモデルは向分の同面と一致しましたか？
・ はい 14 人（93%)
・ いいえ l 人（7%) （理由：うまく表現できなかったから）
7. 三次元造形システムを利用して、モテルの完成度に満足しますか？
・ はい 15 人 （ 100%)
・いいえ 0人 （0%)
8. 次回も三次元造形システムを利用したいと思いますか？
・はい 9人 （60%)
・いいえ 6人（40%) （理由：難しい／ソフトカ唱えないから／実
際に手で作る方が楽しいので／操作が難しいから）
9. 講義を通して三次元造形システムに対する興味はわきましたか？
また気づいたことや改善した方が良いと思う点について書いてく
ださい。
－コストが高いので、学校からの補助などがあればより使いやすくな
ると思います；， （現在は教育力向上支援事業で費尉負担はな川
・ 3D プリンタの出力のみならすてレンダリング技術向上のためにも、
3D レンダリング力を授業で課す必要があると思いますユ
－｛吏えることはかなりアピールになった。もっと 3D システムをイ吏う講
義があった方がいし叱思う。
－手作りでは作るのが難しI, ＞造形をつくることができるので、非常
に興味がわいた。
ｷ 3D ソフトの授業で、もっと勉強で、きたら良かったです主
